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1岡山県日中教育交流協議会会報「悠久」■

「
新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生
き
活
き

プ
ラ
ン
」
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
海
外
と
の

交
流
を
進
め
て
き
た
県
立
高
校
に
と
っ

て
、
二
〇
二
〇
年
は
活
動
が
制
限
さ
れ

る
非
常
に
厳
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
〉

「
新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生
き
活
き

プ
ラ
ン
」
は
、
県
政
に
お
け
る
最
上
位

に
位
置
付
け
ら
れ
る
総
合
的
な
計
画

で
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
の
四
年
間
で

取
り
組
む
重
点
戦
略
や
施
策
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。「
教
育
県
岡
山
の
復

活
」
と
い
う
重
点
戦
略
の
中
に
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設

け
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
の
向
上
と

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を

重
点
施
策
と
し
て
い
ま
す
。
英
語
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
海
外
留

学
を
促
進
し
、
実
践
的
な
語
学
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
た
人

材
や
、
社
会
課
題
に
対
す
る
関
心
と
深

い
教
養
、
問
題
解
決
能
力
等
の
国
際
的

素
養
を
身
に
付
け
、
我
が
国
や
郷
土
の

伝
統
・
文
化
を
深
く
理
解
し
た
、
国
際

的
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
施
策
の
指
標
の

一
つ
に
、
海
外
の
学
校
と
姉
妹
校
提
携

を
締
結
し
て
い
る
県
立
高
等
学
校
数
が

あ
り
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
も
、
県
立

高
校
と
海
外
の
学
校
と
の
協
定
提
携
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
度

の
県
内
八
校
、
海
外
校
十
三
校
か
ら
、

現
在
の
県
内
十
九
校
、
海
外
校
二
十
七

校
ま
で
増
え
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
中

国
の
学
校
と
姉
妹
校
提
携
を
締
結
し
て
い

る
県
立
高
校
は
二
校
で
、
岡
山
南
高
校
が

上
海
市
陸
行
高
級
中
学
と
、
和
気
閑
谷
高

校
が
上
海
市
嘉
定
区
第
一
中
学
、
山
東
省

曲
阜
市
第
一
中
学
の
二
校
と
締
結
し
て
い

ま
す
。

海
外
の
学
校
と
姉
妹
校
提
携
を
結
ん

だ
学
校
は
、
定
期
的
に
互
い
に
生
徒
・

教
員
の
派
遣
を
行
い
、
継
続
的
な
交
流

を
通
し
て
、
日
本
と
相
手
国
の
友
好
親

善
を
図
る
と
と
も
に
、
異
な
る
伝
統
や

文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
多
角
的

な
視
野
と
柔
軟
な
思
考
力
を
身
に
付
け

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
〇
二
〇
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
海
外
へ
の
渡
航
や
外
国
人
の
受
入

れ
が
困
難
と
な
り
、
姉
妹
校
と
の
相
互

交
流
を
は
じ
め
、
短
期
、
長
期
の
留
学

も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、
派
遣
や

受
入
れ
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
交
流

を
通
し
て
相
手
国
の
理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ
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ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
ろ
う
と
し

て
い
た
生
徒
た
ち
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

〈
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
交
流
〉

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
海
外
の
学
校
等

と
も
繋
が
り
、
交
流
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
、
日
本
の
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
遅
れ
を
と
っ

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
推
進
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
一
斉
休
業
へ
の
対
応
等
に

よ
り
、
一
気
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
み
ま

し
た
。
一
斉
休
業
中
に
学
び
を
止
め
な

い
た
め
に
、
様
々
な
方
法
で
自
宅
に
い

る
生
徒
に
課
題
等
が
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
内

容
の
配
信
も
進
み
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
同
時
双
方
向
の
学
習
も
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
海
外
の
学
校
や
関
係
機
関
と

の
交
流
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

八
月
一
八
日
（
火
）
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用

い
て
、
岡
山
南
高
校
と
姉
妹
校
の
上
海

市
陸
行
高
級
中
学
と
の
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
岡
山
南
高

校
の
生
徒
が
三
月
に
陸
行
中
学
を
訪
問

し
て
交
流
を
行
う
予
定
が
延
期
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
国
際
交

流
を
絶
や
す
ま
い
と
実
現
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
で
は
、
岡
山
南
高
校
の
邦
楽

部
に
よ
る
琴
の
演
奏
や
陸
行
中
学
の
中
国

音
楽
の
演
奏
な
ど
の
ほ
か
、
生
徒
同
士
の

対
話
に
よ
る
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
〇
月
二
〇
日
（
火
）
に
は
、
岡
山

県
日
中
教
育
交
流
協
議
会
の
提
案
で
実

現
し
た
、
林
野
高
校
と
上
海
市
奉
賢
区

致
遠
高
級
中
学
と
の
交
流
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
初

顔
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
で
、
各
校
の
校

長
、
生
徒
代
表
、
教
育
行
政
関
係
者
の

挨
拶
と
学
校
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

一
一
月
四
日
（
水
）
に
は
、
生
徒
同
士

の
交
流
も
行
わ
れ
、
致
遠
高
級
中
学
か

ら
は
、
代
表
生
徒
に
よ
る
動
画
「
健
康

美
体
操
」、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
よ
る

運
動
会
紹
介
、 

書
道
、 

吟
唱
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
林
野
高
校
か
ら
は
、
生
徒
代
表
に

よ
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
の
学
校
紹

介
、
動
画
に
よ
る
体
育
祭
紹
介
、
吹
奏

楽
部
演
奏
、
琴
部
に
よ
る
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。
互
い
の
学
校
の
素
晴
ら
し

い
紹
介
に
感
動
し
、
充
実
し
た
交
流
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

海
外
と
の
往
来
が
難
し
い
今
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
国
際
交
流

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
時
間
と
費

用
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

今
ま
で
よ
り
も
多
く
の
生
徒
が
海
外
の

学
校
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
流
の
回
数
や
交
流
す
る
相
手
を
増
や

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
交
流
を
通
じ
て
、
海
外
に
関
心
を
持

つ
高
校
生
が
増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
終
息
後

に
は
、
多
く
の
高
校
生
が
、
夢
や
期
待

に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、海
外
に
飛
び
立
っ

て
い
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

林野高校と上海市奉賢区致遠高級中学とのオンライン交流１

林野高校と上海市奉賢区致遠高級中学とのオンライン交流２

林野高校と上海市奉賢区致遠高級中学とのオンライン交流３
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本
校
は
、
岡
山
県
北
東
部
に
位
置
す
る
美

作
市
に
あ
り
、
中
山
間
地
域
の
小
規
模
普
通

科
高
校
で
す
。
現
在
、
生
徒
数
は
三
百
五
十

七
名
で
、
一
昨
年
、
創
立
百
十
周
年
を
迎
え

た
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。
進
路
は
国
公
立
大

へ
約
二
十
名
、
私
立
大
・
専
門
学
校
等
へ
約

九
十
名
、
就
職
約
十
名
で
、
多
様
な
進
路
希

望
に
沿
っ
た
丁
寧
な
指
導
を
強
み
と
し
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
入
学
生
か
ら
学
年

進
行
でChrom

ebook

を
一
人
一
台
導
入
し

本
年
度
で
四
年
目
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国

際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
台
湾
の
國
立

台
南
第
二
高
級
中
学
校
と
台
南
市
立
大
湾
高

級
中
学
校
の
二
校
と
姉
妹
校
を
結
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
は
、
六
月
の
三
泊
四
日
の
修
学
旅

行
で
こ
の
二
校
を
本
校
生
徒
五
十
四
名
が
訪

問
し
歓
迎
会
や
授
業
参
加
等
で
交
流
し
ま
し

た
。
ま
た
、
十
二
月
に
は
第
二
高
級
中
学
の

生
徒
三
十
八
名
を
本
校
に
迎
え
、
歓
迎
会
や

授
業
参
加
等
の
交
流
と
と
も
に
、
夜
は
生
徒

宅
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
相
互
に
訪
問
す
る

交
流
は
全
て
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
岡
山
県
日
中

教
育
交
流
協
議
会
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
国
際
交
流
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
二
回
に

わ
た
り
上
海
奉
献
賢
区
致
遠
高
級
中
学
と
の

文
化
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
そ

の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期　

日
：
令
和
二
年
十
月
二
十
日

十
四
時
〜
十
五
時
三
十
分
（
日
本
時
間
））

参
加
者
：
日
本
側
七
名
、
中
国
側
七
名　

司　

会
：
岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会

　
　
　
　

事
務
局
長 　

大
川 

泰
栄

内　

容
：
㈠
挨
拶

　

岡
山
県
立
林
野
高
等
学
校
長

校
長　

竹
内 

成
長

　

上
海
市
奉
賢
区
致
遠
高
級
中
学

校
長　

張　

 

建
権

　

岡
山
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課

参
事　

室 

貴
由
輝

　

上
海
市
奉
賢
区
教
育
局　

徳
育
活
動
科

副
科
長
（
主
持
工
作
）　

唐　

 　

華

　

岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会

会
長　

岡
本 　

啓

　

上
海
市
人
民
対
外
友
好
協
会

調
研
員　

郭　

 

盛
麟

　
　
　
　

㈡
情
報
交
換

　
　
　
　

㈢
記
念
合
同
写
真

第
一
回
は
両
校
の
教
職
員
に
よ
る
挨
拶
を

中
心
と
し
た
も
の
で
し
た
。
初
め
て
の
顔
合

わ
せ
で
し
か
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
こ
と
で

私
自
身
も
少
し
構
え
て
い
た
の
で
す
が
、
致

遠
高
級
中
学 

張 

建
権 

校
長
は
大
変
気
さ

く
な
方
で
終
始
笑
顔
で
お
話
し
さ
れ
校
長
自

ら
学
校
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
約

千
三
百
名
の
生
徒
と
百
四
十
名
の
教
員
と
の

こ
と
で
本
校
の
約
三
倍
の
規
模
で
、
施
設
設

備
等
が
大
変
充
実
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
通
訳
の
方
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
現
在
、
文
科
省
が
進
め
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
に
よ
る
一
人
一
台
端

末
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
等
の
整
備
は
上
海
の
学

校
で
は
約
十
年
前
に
は
整
備
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
状
況
が
先

進
国
の
中
で
も
最
下
位
で
あ
る
こ
と
も
分
か

る
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

状
況
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
拡
大
傾
向
に
あ

り
日
々
感
染
者
数
が
増
加
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
上
海
で
は
、
終
息
し
て
き
て
お
り
、

校　長　竹 内 成 長校　長　竹 内 成 長
岡山県立林野高等学校岡山県立林野高等学校

日中青年交流事業
－新たな国際交流に向けて－－新たな国際交流に向けて－

【
は
じ
め
に
】

【
第
一
回
交
流
会
】

林野高校・致遠高級中の関係者による
記念合同写真林野高校関係者の挨拶
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マ
ス
ク
等
の
着
用
も
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
最
後
に
両
校
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

一
画
面
に
入
り
記
念
合
同
写
真
を
撮
影
い
た

し
ま
し
た
。

期　

日
：
令
和
二
年
十
一
月
四
日

　

十
四
時
〜
十
五
時
三
十
分
（
日
本
時
間
））

参
加
者
：
日
本
側
十
名
、
中
国
側
十
名

司　

会
：
致
遠
高
級
中
学
学
生　

高　

敏
傑

内　

容
：
㈠
出
席
者
紹
介

　
　
　
　

㈡�

致
遠
高
中
学
生
代
表
に
よ
る
学

校
紹
介

　
　
　
　
　

「
健
康
美
体
操
」（
ビ
デ
オ
）

過
去
の
運
動
会　

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
紹
介

　
　
　
　

㈢�

林
野
高
等
学
校
生
徒
代
表
に
よ

る
学
校
紹
介

　
　
　
　
　

体
育
祭
（
ビ
デ
オ
）

　
　
　
　

㈣
書
道
実
演

　
　
　
　
　

〔
致
遠
〕

　
　
　
　

㈤
吹
奏
楽
部
演
奏
（
ビ
デ
オ
）

　
　
　
　
　

〔
林
野
〕

　
　
　
　

㈥
「
酔
花
陰
」「
短
歌
行
」
吟
唱

　
　
　
　
　

〔
致
遠
〕

　
　
　
　

㈦
琴
演
奏
（
生
演
奏
）　　

 　
　

　
　
　
　
　

〔
林
野
〕

　
　
　
　

㈧　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
独
奏　

　
　
　
　
　

（
生
演
奏
）〔
致
遠
〕

　
　
　

㈨　

日
中
学
生
交
流

　
　
　
　

〔
日
中
合
同
〕

第
二
回
は
生
徒
の
文
化
交
流
を
中
心
と
し

た
も
の
で
し
た
。
両
校
と
も
生
徒
が
学
校
紹

介
プ
レ
ゼ
ン
を
準
備
し
、
二
〜
三
文
で
説
明

し
た
後
、
通
訳
し
て
も
ら
う
形
式
で
行
い
ま

し
た
。
致
遠
高
中
の
学
校
規
模
や
施
設
面
で

の
充
実
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
運
動
会
や
体
育
際
の
ビ
デ
オ
を
互
い
に

見
ま
し
た
。
致
遠
高
中
学
は
生
徒
数
も
多
く

グ
ラ
ン
ド
は
芝
生
で
競
技
内
容
等
も
異
な
り

迫
力
が
あ
る
も
の
で
し
た
。
本
校
の
よ
う
に

土
の
グ
ラ
ン
ド
で
感
染
対
策
を
意
識
し
リ

レ
ー
を
中
心
と
し
た
競
技
内
容
と
は
大
き
く

異
な
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
致
遠
高
中

か
ら
は
、
書
道
の
実
演
、
吟
唱
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
独
奏
を
、
本
校
か
ら
は
吹
奏
楽
部

の
演
奏
、
琴
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
両
校
の
生
徒
に
よ
る
情
報
交
換
を
し

ま
し
た
。
話
題
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
生
活
の
話
が
中
心

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
お

話
し
ま
す
。
実
際
の
訪
問
に
替
わ
る
代
替
措

置
と
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
と
捉

え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
今
回
の
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
に
よ
り
、
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
実
際
の
訪
問
と
を
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
交
流
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
前
後
に

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
点
で
は
な
く
線
と
な
っ
た
、
よ
り
深

い
関
係
が
構
築
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
前
に
相
手
校

の
学
校
の
様
子
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
精

神
的
な
面
で
大
き
な
安
心
材
料
と
な
り
ま
す
。

二
つ
め
に
、
今
回
の
交
流
で
は
機
材
の
準

備
、
両
校
の
調
整
、
通
訳
等
を
岡
山
県
日
中

教
育
交
流
協
議
会
事
務
局
の
方
々
で
御
準
備

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
は
、
交
流
内
容
に

特
化
し
て
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
助
か

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
式
で
あ
れ
ば
、

あ
る
程
度
ど
こ
の
学
校
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
交
流
が
実
施
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

今
後
も
し
ば
ら
く
海
外
へ
の
渡
航
制
限
は

入
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
を

取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
築
い
た
関
係
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
本
校
と
し
て
も
新
し
い
交
流
の
一

つ
の
方
法
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
岡
山
県
日

中
教
育
交
流
協
議
会
岡
本
会
長
を
は
じ
め
関

係
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
第
二
回
交
流
会
】

【
お
わ
り
に
】

林野高校生による琴演奏

致遠高級中生による書道の実演

林野高校生と致遠高級中生による情報交換
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一
．
開
催
の
概
要

岡
山
・
上
海
障
害
児
者
絵
画
交
流
展

「
き
ら
め
き
は
海
を
越
え
て
二
〇
二
〇
」

が
昨
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で
の
六
日
間
、
岡
山
県
天
神
山
文

化
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
画
展
は
、
岡
山
・
上
海
双
方

に
お
け
る
障
害
者
へ
の
理
解
の
促
進
と

海
を
越
え
た
友
好
交
流
を
目
指
し
て
、

一
昨
年
十
二
月
に
上
海
市
で
開
催
さ
れ

た
「
き
ら
め
き
は
海
を
越
え
て
」
に
続

き
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
予
定
で
あ
っ
た
二
〇
二

〇
年
に
合
わ
せ
て
岡
山
県
で
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。
一
昨
年
と
同
様
、
旭
川

荘
と
岡
山
障
害
者
文
化
芸
術
協
会
、
上

海
市
人
民
対
外
友
好
協
会
が
共
同
で
主

催
。
外
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
中
国
駐

大
阪
総
領
事
館
、
岡
山
県
・
市
、
岡
山

県
・
市
日
中
友
好
協
会
、
岡
山
県
日
中

教
育
交
流
協
議
会
な
ど
か
ら
後
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

二
．
開
催
の
経
緯

旭
川
荘
は
一
九
八
五
年
か
ら
上
海
市

と
福
祉
分
野
で
の
交
流
を
始
め
て
お

り
、
障
害
福
祉
分
野
で
は
浦
東
新
区
の

補
読
学
校
（
日
本
の
特
別
支
援
学
校
に

相
当
）
な
ど
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
が
、
絵
画
を
通
じ
た
交
流
は
昨
年
の

絵
画
展
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
こ
の

絵
画
展
は
、
上
海
市
の
代
表
団
の
一
員

と
し
て
二
〇
一
七
年
二
月
、
中
国
近
代

を
代
表
す
る
芸
術
家
で
あ
る
呉
昌
碩
の

曾
孫
で
上
海
呉
昌
碩
記
念
館
執
行
館
長

の
呉
越
氏
が
旭
川
荘
を
訪
れ
た
際
、

「
障
害
児
者
の
絵
画
展
を
開
催
し
よ
う
」

と
の
話
題
が
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
旭
川
荘
の

職
員
が
上
海
の
特
別
支
援
学
校
な
ど
を

訪
問
し
、
呉
越
氏
や
学
校
関
係
者
ら
と

協
議
を
重
ね
て
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

三
．
展
示
内
容

今
回
、
岡
山
か
ら
は
県
の
公
募
展

「
き
ら
ぼ
し
★
ア
ー
ト
展
」
の
過
去
の

入
選
作
二
十
五
点
、
旭
川
荘
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
十
五
点
の
計
四
十
点

を
出
展
。
上
海
か
ら
は
、
浦
東
新
区
補

読
学
校
と
、
同
じ
く
特
別
支
援
学
校
の

普
陀
区
啓
星
学
校
か
ら
十
五
点
ず
つ
、

そ
し
て
上
海
市
の
補
助
事
業
と
し
て
自

閉
症
児
の
サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い
る
上

海
天
使
知
音
サ
ロ
ン
か
ら
十
点
の
計
四

十
点
、
あ
わ
せ
て
八
十
点
の
絵
画
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
祖
父
・
曽
祖
父
の
時
代
か
ら

交
流
が
あ
り
、
昨
年
の
絵
画
展
に
も
参

加
し
た
呉
越
館
長
と
陶
芸
家
の
児
島
塊

太
郎
先
生
の
作
品
も
特
別
展
示
さ
れ
た

ほ
か
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
」
を

テ
ー
マ
に
旭
川
荘
の
職
員
と
利
用
者
が

絵
付
け
し
た
三
百
五
十
二
体
の
招
き
猫

も
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。

四
．
オ
ン
ラ
イ
ン
開
会
式

会
期
の
初
日
に
は
開
会
式
が
行
わ
れ

所　長　小 幡 篤 志所　長　小 幡 篤 志

社会福祉法人旭川荘
日中・アジア医療福祉研修センター
社会福祉法人旭川荘
日中・アジア医療福祉研修センター

岡山・上海障害児者
絵画交流展を開催しました

開会式のテープカット
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ま
し
た
。
岡
山
県
側
か
ら
は
児
島
先
生

の
ほ
か
、
行
政
や
知
的
障
害
者
福
祉
協

会
、
県
・
市
日
中
友
好
協
会
、
県
日
中

教
育
交
流
協
議
会
な
ど
か
ら
約
三
十
人

が
参
加
。
上
海
側
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
と
な
り
、

呉
越
館
長
、
人
民
対
外
友
好
協
会
の
景

瑩
副
会
長
、
絵
画
を
出
展
し
た
学
校
等

の
先
生
や
生
徒
た
ち
、
さ
ら
に
は
中
国

駐
大
阪
総
領
事
館
の
張
玉
萍
副
総
領
事

が
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
登
場
し
ま
し
た
。

旭
川
荘
の
末
光
茂
理
事
長
は
「
絵
画

は
海
を
越
え
て
、
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
合
う
こ
と
が
で

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
景
副
会
長
も

「
私
た
ち
は
違
う
国
に
い
ま
す
が
、
心

は
一
緒
に
い
ま
す
。
疫
病
は
友
情
を
断

ち
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
友
情

を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。
張
副
総
領
事

も
同
様
に
、
こ
の
絵
画
展
の
意
義
を
強

調
し
ま
し
た
。

五
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換

岡
山
会
場
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、
一
昨
年
に
続
き
、
せ
と
う
ち
旭

川
荘
の
岡
本
卓
也
さ
ん
が
障
害
者
代
表

と
し
て
参
加
。
岡
本
さ
ん
は
上
海
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
昨
年
の
会
場
で

あ
る
呉
昌
碩
記
念
館
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
切
り
絵
を
披
露
し
て
交
流
の
喜
び
を

表
現
し
た
ほ
か
、
疫
病
退
散
の
願
い
を

込
め
た「
ア
マ
ビ
エ
」の
切
り
絵
も
参
加

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。（
表
紙
）

そ
の
後
、
岡
山
側
、
上
海
側
そ
れ
ぞ

れ
の
参
加
団
体
か
ら
の
動
画
が
紹
介
さ

れ
、
楽
器
の
演
奏
や
「
が
ん
ば
れ
日

本
」「
上
海
加
油
（
上
海
が
ん
ば
れ
）」

「
絵
画
展
で
交
流
で
き
て
う
れ
し
い
」

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
岡
山
側
か
ら
は
、
旭
川
学
園
や
旭

川
療
育
園
の
児
童
等
が
参
加
す
る
「
旭

川
荘
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の

演
奏
の
ほ
か
、「
き
ら
ぼ
し
★
ア
ー
ト

展
」
に
出
展
し
た
も
も
ぞ
の
学
園
、
灯

心
会
の
利
用
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
上
海
側
か
ら
は
、

浦
東
新
区
補
読
学
校
や
普
陀
区
啓
星
学

校
の
美
術
や
ダ
ン
ス
活
動
な
ど
の
紹
介

と
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
天
使

知
音
サ
ロ
ン
の
子
ど
も
た
ち
と
上
海
城
市

交
響
楽
団
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
の
動
画
が
披

露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

最
後
に
八
十
点
の
展
示
作
品
を
紹
介

す
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
一
点
一
点
の
絵
画
に
作
者
た
ち

の
様
々
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
色
遣
い
や
テ
ー
マ
設
定
、
絵
画
の

制
作
方
法
に
日
中
の
文
化
の
違
い
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
．
開
催
結
果
と
今
後
の
展
望

絵
画
展
に
は
会
期
中
、
三
百
十
八
人

の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
で
来
場
で
き
な
か
っ
た
人
の
た
め

に
、
展
示
の
様
子
を
撮
影
し
た
動
画
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
の
交
流
内
容
は
未
定
で

す
が
、
旭
川
荘
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
障
害
児
者
の
文
化
芸
術
面
で
の
交

流
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

オンラインで生徒らと交流

切り絵を披露する岡本さん

会場の天神山文化プラザ
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 TEL 086-256-6670（直通）　FAX 086-255-6947　http://www.osu.ac.jp/koushi/

入門・初級・中級・上級
計18回

※途中からの受講可能

親子での受講も大歓迎
毎週土曜日
計15回

出張中国文化講座（開講料無料）

子供向けコース
■RSK ラジオ講座「朝耳ラジオ」生放送
　毎週金曜日 ８：30頃
■レディオモモ「ラジオでニイハオ」
　毎月第１・３水曜日 10：40～

ラジオ講座好評放送中！中国語講座

出張中国語講座

岡岡山山理理科科大大学学附附属属高高等等学学校校
国国際際ババカカロロレレアア ワワーールルドドススククーールル認認定定校校

【【普普通通科科】】

・・ググロローーババルルササイイエエンンススココーースス

・・総総合合進進学学ココーースス

・・国国際際ババカカロロレレアアココーースス

・・ススポポーーツツササイイエエンンススココーースス

学学校校法法人人 加加計計学学園園

〒〒770000--00000055 岡岡山山市市北北区区理理大大町町 11--11

TTEELL 008866--225566--88552277 FFAAXX 008866--225566--88552266

UURRLL hhttttpp::////ookkaayyaammaa..rriiddaaiiffuu..nneett//
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